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               論   文   の   要   旨 
 



















 次に、pe lg 変異体の分子遺伝学的解析を行い、候補遺伝子の同定を行った。まず、栽培
種間の交配によって得られたＦ2 分離集団を用いたラフマッピングによって、pe lg 形質の
原因遺伝子が第 1 染色体に座乗していることを明らかにした。更に Introgression line (IL)
を用いてＦ2 分離集団でファインマッピングを行った結果、第 1 染色体長腕約 460kb の領
域まで原因遺伝子の座乗領域を絞り込んだ。そしてこの領域内に存在する Cutin Deficient 














審  査  の  要  旨 
 




解析と次世代シークエンサーを併用した研究を行い、pe lg 変異の原因遺伝子が CD2 遺伝
子であることを始めて明らかにした。さらに、変異体の網羅的代謝物解析を実施し、クチ
クラ層の変異がガラクト脂質、フラボノイド、グリコアルカロイド、一部の糖関連代謝産
物の組成と含有量に影響することを始めて明らかにした。これらの成果は、学術研究とし
て極めて意義のある研究であると判断された。さらに、本研究により、クチクラ層に着目
した品種開発を行うことにより、果実の味や日持ち性の向上、機能性成分含有量の制御、
病害抵抗性や環境ストレス耐性を向上する品種開発ができることを示唆した点は、技術開
発としても重要な貢献が期待される研究であると判断された。 
 平成２５年１０月１０日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論
文の審査及び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑
応答を行った。その結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
